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月 20 日に許可された。9 月、日本に留学し早稲田大学を卒業していた前司法部編纂の程家
潁が選任され、10 月 7 日に委員の汪貢湘と共に台湾に派遣された。程家潁は台湾に 1 ヶ月










                                                  
1 この段落は、「福建巡按使許世英，呈爲呈報設立福建土地調査籌辦處処，並擬訂章程、経費概算表，祈鑒
文並批令」（『政府公報』12 月 31 日第 955 号所載の 1914 年 12 月 27 日分）、程家潁「詳爲攷査台灣土地制
度業經竣事，謹繕具報告書，鈞鑒事」（『台湾土地制度考査報告書』所収。以下、文書 1 と呼ぶ）、許世英「爲
派員考査台灣土地制度業經竣事，謹将考査報告書曁附録各件繕書恭呈，仰祈鈞鑒事」（同上書所収。以下、


















本報告書の紹介に当たり、底本としたのは、2005 年 8 月 25 日に中央研究院計算中心の
廖泫銘氏から本科研グループに贈呈された電子複写本である。最初のページに「傅斯年圖
書館」「國立中央研究院歴史語言研究所圖書…」（「…」は判読不明）の蔵書印が捺されてい
るので、複写元は中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館所蔵本（請求番号 334.5 535 c.2、







年 12 月 24 日付。以下、文書 1a と呼ぶ）と、②許の「批文」（同 12 月 25 日付。以下、文
書 1b と呼ぶ）とから成る。文書 2 は、③許が本報告書を大総統袁世凱に提出する時の上申




                                                  
5 笹川裕史『中華民国農村土地行政史の研究』汲古書院，2002 年，p.36。 
6 小林茂・渡辺理絵「東アジアの土地調査事業における広東省土地調査冊の位置づけに関するノート」『近
代東アジア土地調査事業研究ニューズレター』1 号，大阪大学文学研究科，2006 年 3 月，pp.17-18． 






9 ページ番号には、第 111 頁を第「1011」頁とする誤植が、第 124 頁（第「1024」頁）まで続いているが、
ここでは訂正後のページ数で示した。 
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「4(9-15)」は『清賦一斑』の第 4 頁の 9 行目から第 4 頁の 15 行目にかけて類似の記述が
あることを、「5(1)-8(12)」は『清賦一斑』の第 5 頁 1 行目から第 8 頁の 12 行目にかけて類
似の記述があることを、「67(表)」は『清賦一斑』の第 67 頁に類似の表があることを示す。 
 
4(9-15), 5(1)-8(12), 10(1-7), 11(14)-12(9), 44(13)-45(6), 51(6-8), 60(14)-62(3), 64(1-10), 


















   1 
臺北縣地方淸丈縄車十分一
圖 
  1 
臺北縣地方淸丈縄
車十分之一 
p.78 と p.79 の間 
   2 丈量縄圖   4 丈量縄 p.80 と p.81 の間 
   3 臺北地方弓尺十分一圖   5 
臺北地方弓尺十分
之一 
p.82 と p.83 の間 
   4 前淸營造尺二分一圖 11 舊丈尺二分之一 p.84 と p.85 の間 
95





6 の 1 某堡丈量區散圖册   - 何堡丈量區散圖册 p.120 と p.121 の間




6 の 3 興字第一號區圖   - 興字第一號區圖 p.123 
6 の 4 散圖   - 散圖 pp. 125-126 
6 の 4 興字第二號區圖   - 興字第二號區圖 p.129 
6 の 5 散圖   - 散圖 pp. 131-132 
7 の 1 
新竹縣八筐魚鱗册(竹北一
堡第十六册) 
  - 
新竹縣八筐魚鱗册
(竹北一堡第十六册)
p.138 と p.139 の間
7 の 2 樹林頭庄榮字   - 樹林頭庄榮字 p.139 
7 の 3     -   p.140 と p.141 の間
7 の 4 
臺北府淡水縣丈量册榮字第
十一區 
  - 
臺北府淡水縣丈量
册榮字第十一區 
p.142 と p.143 の間
8 の 1 臺北府新竹縣簡明總括圖册   - 
臺北府新竹縣簡明
總括圖册 
p.142 と p.143 の間









p.142 と p.143 の間








p.142 と p.143 の間
8 の 4     -   p.142 と p.143 の間
8 の 5     -   pp. 143-144 
8 の 6     -   pp. 144-145 
9 の 1 新竹縣竹南二堡歸戸册   - 
新竹縣竹南二堡歸
戸册 
p.150 と p.151 の間
9 の 2     -   pp. 151-152 
9 の 3     -   p.152 
10 丈単   -   p.282 の後 
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本報告書の「第二章 土地調査概要」のうち、時間の制約で日本語資料との対応関係を調






59(1)-60(6), 60(9-16), 99(16-17), 103(11-12), 109(11)-110(9), 112(表), 116(表), 
115(16)-116(3), 127(1)-128(13),132(1-3),138(13-15) ＊, 143(2-14), 142(14)-143(1), 



























































                                                  










水田（田）十則・舊地賦（現今地賦） 1.052 1.025 
水田（田）五則・計 10.220 10.320  
旱田（畑）五則・大租 6.143 6.243 































































                                                  
12 この段落は、文書 1 と「日本登記制度攷査報告書」の序（p. 125）とにもとづく。 














さて、本報告書と経界局編訳所刊行の『各国経界紀要』（1915 年 7 月刊）中の「台湾経
界紀要」との類似性については、前述のように小林氏が言及している。最後に、この点に
ついて若干の補足をしておきたい。文書 1b（1914 年 12 月 25 日付）および文書 2a（1915
年 3 月）で許世英は、本報告書を大総統、内務部・財政部のみならず、経界局にも送付す
る、と記している。そして文書 2b（1915 年 4 月 2 日）では、内務部・財政部とともに経界






                                                  
14 「竊以，登記事項與清丈辦法，息息相關，自應附録補陳，以備採擇。」 
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